平成２９年度「市長と語り合う会」について
１　出席者状況

　　　
	開催日（曜日）　　　
	　　
	会場
	時間
	出席人数

	
	
	
	
	男
	女
	計

	６月２６日（月）
	　　
	匹見下地区振興センター
	19:00～20:00
	20
	5
	25


　○市側出席者

　　市長、副市長、政策企画局長、総務部長、匹見総合支所長、秘書広報課長
２　会の概要

○　開　会　（秘書広報課長）

　　・　会の趣旨説明

　　・　出席者紹介

○　あいさつと市政運営の説明　(山本市長)
　　平成２９年度施政方針
1 企業との連携
強く意識する課題として、地元企業との連携を強化するということを掲げている。これは、様々な課題が山積するなか、地元経済の中心を担う民間企業の理解と協力を得るということ、地元企業が発展するための後押しや支援が必要であるという考えに基づいている。
今年度からは、子育て支援やＵＩターン者の定着についても企業と連携して進めることとしており、益田子育て応援宣言企業登録制度、ＵＩターン者支援登録企業という制度を創設した。これら子育て支援やＵＩターン者の支援は、行政としても、企業としても人材の定着・確保を図るうえで重要な課題となるので、相互に連携して施策を進めていきたい。

また先般は、現在市が誘致を進める東京オリンピック・パラリンピック自転車競技の事前キャンプに関して、『サイクリストに配慮したまちづくりに向け、企業としても協力できるような制度を設けたらどうか。』という提案をいただいた。このように、一つの施策について、行政と地元民間企業の方々が同じ方向を向いて進めていければ、限られた財源の中で、最大限の効果が発揮できるのではないかと思っている。
2 空港利用拡大
萩・石見空港東京線は平成26年3月から2往復運航されているが、30年4月以降の動向は未定である。30年度以降については、これまでの利用実績や利活用の方針等が国で審査され、継続の有無が決まってくる。現時点で、搭乗実績は目標を下回る状況にあるが、勝負となる今秋に向け、様々な方面に協力をお願いして利用促進に努めている。
また、大阪線についても8月の一定期間のみの運航となっている。これも今後利用拡大に取組み、運航期間の拡大、さらには通年運航となるように努力していきたい。
3 東京五輪キャンプ誘致について
2020年東京オリンピック・パラリンピックにおける自転車ロードレース競技の事前キャンプ誘致を進めている。これは、ここ5、6年前から市内でＩＮＡＫＡライドなどの自転車ロードレース競技が定期的に開催され、本競技に対する機運が高まっていること、道路環境が適していること等のメリットがあることによる。
誘致が実現した際には、益田市の知名度向上やスポーツの振興などの成果に加えて、オリンピック・パラリンピックの持つ崇高な精神に市民の皆さんが触れることのできる素晴らしい機会になると考えている。

今年度中には誘致相手国の絞り込みを行い、来年5月にはホストタウン登録をして、効果的にキャンプ誘致を進めていきたい。
○　意見交換

　　質問項目は以下のとおり。詳細は、別紙のとおり。
　　①子どもの遊び場について
②国道488号の改良について
③携帯電話の不感地域について
④市道「新澄川線」について
⑤空港利用について
⑥多目的施設「いいの里」の利用について
⑦国道488号の通行止めについて
⑧空港利用について
⑨交通対策について
⑩旧澄川小学校体育館について
　　⑪グリーンライン90について
　　⑫空き家対策について
○　閉　会　（秘書広報課長）

　
平成29年度「市長と語り合う会」

〔会場　匹見下地区振興センター〕 開催日時：平成29年6月26日（月）19:00～20:00
	要　　望　　事　　項　　等
	回　　　　　　　答

	1 子どもの遊び場について
　匹見下地区へのＵＩターン者と話し合いや交流の場を持つなかで、「自然環境は素晴らしいが、子どもだけの遊び場がない。」という声を聞く。実際に、体育館や遊具、プールはあるがいずれも使用禁止になっており、利用できない状況。地元では是非こうした希望を叶えてあげたいと思い、公民館とも話をしているが、公民館だけで物事が進むわけではない。市として対応を考えてほしい。
2 国道488号の改良について
合併当時には、国道488号を含むグリーンライン90が平成30年代の後半には完成するという説明を受けている。現在国道488号の改良も進み、益田へ行くのが随分と早くなったが、これが１年でも早く完了するようお願いしたい。
3 携帯電話の不感地域について
　石谷地区に携帯電話の電波が届くよう、対応をお願いしたい。
4 市道「新澄川線」について
　現在、市道「新澄川線」が落石で通行止めになっている。早めに対応してほしい。
5 空港利用について
　当地区では高槻市や川崎市の子どもたちのサマーキャンプが行われている。こうした交流または修学旅行の受入れなどを通じて、姉妹都市へ飛行機利用の呼びかけを行うこととしてはどうか。
6 多目的集会施設「いいの里」の利用について
　当施設に浴室とシャワー室を設置し、ここで宿泊できるような形態にしてほしい。例えば、小中学校や高校の合宿の誘致など、将来的な定住にもつながってくるのではないかと思う。
7 国道488号の通行止めについて
　数年前、裏匹見峡上の広見付近で落石が発生して以来、国道488号の一部区間が通行止めになっている。これについて市は、国や県に対してどの様な働きかけをしているのか。国、県はどの様な見解を出しているのか。
　また、白岩町にある電光掲示板の標識（交通情報）に「国道488号通行止め」と表示されるため、外部の方は匹見へ行けないものと勘違いされている。県にはこれまでにも表記を変えるようお願いしてきているが、市からも働きかけを行ってほしい。
8 空港利用について
　益田、浜田、萩、鹿足など、この圏域で飛行機利用の一番多い自治体はどこか。
　また、企業が多く存在すれば必然的に飛行機利用も上がるのではないかと思う。ここ数年、誘致企業は増加しているのか。
9 交通対策について
　高齢者対策として匹見地区で運行される福祉タクシーには利用時の助成制度がある。しかし、匹見から市中心部など地区外に出る場合はバス代等への運賃助成がなく、相当な負担を強いられているのが現状。市内と匹見との地域間格差の解消の一環として、こうした交通費への助成制度を検討してほしい。
10 旧澄川小学校体育館について
　人口減少等に伴い、全国的に公共施設の見直しが言われている。旧澄川小学校の体育館の取扱いについて、市はどう考えているか。
11 グリーンライン90について
グリーンライン90の改良は合併時の約束事である。山陰道も重要であるが、それに次ぐ優先事項として、市としても関係機関へ強く働きかけを行ってほしい。
12 空き家対策について
　倒産した会社の建物等がそのまま放置されるケースがあり、まちの景観上や観光面からもマイナス要因となっている。
　空き家条例があれば、市が強制的に物件を解体し、相手方にその費用を請求することが可能になると考えるが、今後条例整備する考えはないか。

	①体育館、遊具とも子どもたちの安全性が確保できず、「どうぞ使ってください。」とは言えない状況となっている。また、プールについても、ろ過装置の故障により、匹見中央プールを代替え利用していただくこととしている。
　物が有りながら使用できないこと、申し訳なく思っているが、現状をご理解願いたい。
②グリーンライン90については、現在2ヶ所で事業が実施されており、現時点で未着手となる澄川工区の事業化を県に強く求めているところである。今後も早期に全線が改良、開通するよう努めていきたい。
③携帯電話の不感地区の解消事業は、現在、携帯事業者により少しずつ進められているが、それが全ての地区に届いてない状況。市としてもこの不感地区の解消を早く進めてもらうよう、引き続き事業者へ要望していきたいと考える。
④本工事については国の補助対象事業となることから、現在補助申請の手続きを行っており、これが採択された後に着手する予定。市としてもなるべく早く取りかかりたいと思っているので、ご理解願いたい。
⑤高槻市や川崎市とはこれまでも定期的に交流が行われており、一つのコースとして今後検討していきたい。
⑥当集会施設の建設にあたり、地元からも様々な要望が寄せられたが、予算の関係でその全てにお応えできなかった経緯がある。仮に、今後シャワーや浴室を整備すれば相当な経費を伴うことが想定され、「直ぐに対応します」とは言えないのが現状である。可能な範囲で利用していただければと思う。
⑦現道を開放するには落石対策に相当な費用と時間を要す見通しであることから、島根県からは、これを他の道路を経由するルートへ振り替えることの提案があった。市としては、地元の意見を聞き、様々な条件を付してこの案を了承している。　ただ、現在、これに同意を要す広島県との協議が難航していると聞いており、島根県に対しては、速やかに広島県側の同意を取得するよう要望しているところである。
　また、電光掲示板については、関係機関と協議して、誤解を生じない表示にしていただくようお願いしたいと思う。
⑧空港の利用率について、現在空港利用拡大促進協議会で行う助成金の申請件数から言えば益田市になるのではないかと思う。
　また、近年の企業誘致の状況では、ＩＴの会社が新規に市内に来られたケースが1件あった。加えて、東京線の2往復運航により、これまでになかった東京の企業との取引や海外からの工場視察、商談など、地元企業のビジネスチャンスが広がったということも把握している。
⑨現状は良く理解できるが、現時点で施策を講じているところではない。
⑩旧澄川小の体育館は耐震性が無い上、学校施設ということから言えば、基本的に閉校後の使用は困難なところ。本来、直ぐに解体するのが望ましいが、経費的な面から現状のままとしている。
⑪グリーンライン90の整備については、山陰道の早期整備に併せ、毎年国、県に対して重点的に要望を行っている。今後も引き続いて行う方針。
⑫現在は、空き家対策に関する国の法律が制定されており、その法に基づいて対処できるようになっている。これにより、代執行も可能であるが、倒産した会社、その管財人が明確でないケースでは、当該費用の請求先の問題も生じてくる。
　基本的には、所有者が責任をもって対応されることが望ましい。



